
 

水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例（平成 21 年香

取市条例第 30 号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定める

ものとする。 

（多目的コーナー及び多目的研修室の利用許可の申請等） 

第２条 条例第８条第１項の規定により多目的コーナー及び多目的研修室

（以下「多目的コーナー等」という。）を利用する許可を受けようと

する者（以下「申請者」という。）は、あらかじめ水の郷さわら利用

許可申請書（別記第１号様式。以下「申請書」という。）を指定管理

者に提出しなければならない。 

２ 指定管理者は、多目的コーナー等の利用を許可したときは、水の郷

さわら利用許可書（別記第２号様式。以下「利用許可書」という。）

を申請者に交付するものとする。 

（利用料の納入） 

第３条 前条第２項の規定により許可を受けた者（以下「利用者」とい

う。）は、利用許可書の交付を受ける際に利用料を納入するものとす

る。 

（利用料の減免） 

第４条 条例第 11 条第４項の規定により指定管理者が利用料を減額し、

又は免除することができる場合は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 国又は市が利用するとき 免除 

(２) 市が共催し、経費の一部を負担する事業に利用するとき 免除 

(３) 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が必要と認めたとき 指定管

理者が認めた額 

（利用料の還付） 

第５条 条例第 11 条第５項ただし書の規定により利用料の還付を受けようとす

る者は、水の郷さわら利用料還付請求書（別記第３号様式）に利用許可書を

添えて、指定管理者に提出しなければならない。 

２ 条例第 11 条第５項のただし書の規定により利用料を還付する場合及びその

額は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 災害その他利用者の責めに帰することができない理由で利用不能とな

った場合 既納利用料の全額を還付 



(２) 前号に掲げるもののほか、指定管理者が特別な事情があると認めた場

合 指定管理者が認めた額 

（変更申請） 

第６条  利用者は、第２条第２項の規定による許可に係る事項を変更しようと

するときは、あらかじめ水の郷さわら利用変更許可申請書（別記第４号様

式）に利用許可書を添えて指定管理者に提出し、その許可を受けなければな

らない。 

２ 指定管理者は、前項の規定による変更の許可をしたときは、水の郷さわら

利用変更許可書（別記第５号様式）を利用者に交付するものとする。 

（利用許可の取消しの申出） 

第７条 利用者は、多目的コーナー等を利用する許可の取消しを求めよう

とするときは、利用許可書を添えて、その旨を指定管理者に申し出な

ければならない。 

（利用許可の取消し） 

第８条 指定管理者は、条例第 10 条の規定により多目的コーナー等を利

用する許可を取り消した場合は、又は前条の規定による申出があった

場合には、水の郷さわら利用許可取消通知書（別記第６号様式）によ

り通知するものとする。ただし、急を要する場合は、この限りでない。 

（舟運発着桟橋の利用許可の申請等） 

第９条 条例第８条第１項の規定により舟運発着桟橋を利用する許可を受

けようとする者（以下「桟橋利用申請者」という。）は、あらかじめ

水の郷さわら舟運発着桟橋利用許可申請書（別記第７号様式。以下

「桟橋利用申請書」という。）を指定管理者に提出しなければならな

い。 

２ 指定管理者は、舟運発着桟橋の利用を許可したときは、水の郷さわ

ら舟運発着桟橋利用許可書（別記第８号様式。以下「桟橋利用許可

書」という。）を桟橋利用申請者に交付するものとする。 

（舟運発着桟橋の利用の変更申請） 

第 10 条  前条第２項の規定により舟運発着桟橋を利用する許可を受けた者

（以下「桟橋利用者」という。）は、その許可に係る事項を変更しようと

するときは、あらかじめ水の郷さわら舟運発着桟橋利用変更許可申請書

（別記第９号様式）に桟橋利用許可書を添えて指定管理者に提出し、その許

可を受けなければならない。 

２ 指定管理者は、前項の規定による変更の許可をしたときは、水の郷さわら



舟運発着桟橋利用変更許可書（別記第 10 号様式）を桟橋利用者に交付する

ものとする。 

（舟運発着桟橋の利用許可の取消しの申出） 

第 11 条 桟橋利用者は、舟運発着桟橋を利用する許可の取消しを求めよ

うとするときは、桟橋利用許可書を添えて、その旨を指定管理者に申

し出なければならない。 

（利用許可の取消し） 

第 12 条 指定管理者は、条例第 10 条の規定により舟運発着桟橋を利用す

る許可を取り消した場合、又は前条の規定による申出があった場合に

は、水の郷さわら舟運発着桟橋利用許可取消通知書（別記第 11 号様

式）により通知するものとする。ただし、急を要する場合は、この限

りでない。 

（レンタサイクル休業日及び貸出し時間） 

第 13 条 レンタサイクルの休業日は、水辺交流センターの休業日とする。ただ

し、指定管理者が管理上必要と認める場合は、この限りでない。 

２ レンタサイクルの貸出しを取り扱う時間は、水辺交流センターの開業時間

内とし指定管理者が定めた時間とする。 

（利用の申込み） 

第 14 条 条例第８条第１項の規定によりレンタサイクルを利用しようとする

者（以下「レンタサイクル利用者」という。）は、レンタサイクル申込書

（別記第 12 号様式）を指定管理者に提出し、許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定により指定管理者が利用を許可した場合は、レンタサイクル利

用者証（別記第 13 号様式。以下「利用者証」という。）を交付し、レンタサ

イクルの貸出しを行うものとする。 

（貸与の禁止） 

第 15 条 レンタサイクル利用者は、貸出しを受けたレンタサイクルを他人に貸

与してはならない。 

（返却） 

第 16 条 レンタサイクル利用者は、その利用時間満了の時刻までにレンタサイ

クルを所定の場所に、利用者証を添えて返却するものとする。 

（損害賠償） 

第 17 条 レンタサイクル利用者は、レンタサイクルを損傷し、又は盗難にあっ

た場合は、直ちに指定管理者に届け出るとともに、その修理（パンクを除

く。）又は補てんに要する費用を賠償しなければならない。ただし、指定管



理者は、やむを得ない理由があると認めるときは、その額を減額し、又は免

除することができる。 

（損傷等の届出等） 

第 18 条 水の郷さわらの施設、設備又は展示物等を汚損し、損傷し、又は

滅失させた者は、直ちにその旨を指定管理者に届け出て、その指示を

受けなければならない。 

（行為の承認） 

第 19 条 水の郷さわらにおいて、次に掲げる行為をしようとする者（以下「行

為者」という。）は、あらかじめその旨を申し出て、指定管理者の承認を受

けなければならない。 

(１) テント、天幕等の設置 

(２) 看板、懸垂幕その他の物の掲示 

(３) 文書、図画の掲示又は散布 

(４) 宣伝、物品の販売その他これらに類する行為 

(５) 集団で施設に立ち入ろうとする行為 

２ 行為者は、前項第１号及び第２号において１日を超えて設置又は掲示する場

合は、仮設工作物等設置等承認申出書（別記第 14 号様式）を指定管理者へ提

出し承認を受けなければならない。 

３ 指定管理者は、第１項各号に掲げる行為が条例第１条の設置目的に合致し、

かつ水の郷さわらの利用に著しい支障を及ぼさないと認める場合に限り、第

１項又は前項の承認を与えることができる。 

４ 指定管理者は、第１項又は第２項の承認にあたっては、水の郷さわらの管

理上必要な範囲内で条件を付することができる。 

５ 指定管理者は、第１項の規定による承認を行った場合は、その目的、内容等

を記録、保管し、市長からの求めがあった場合は、報告するものとする。 

６ 指定管理者は、第２項による承認を行う場合は、市長の確認を受けるものと

する。 

（その他） 

第 20 条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

 この規則は、平成 22 年３月 27 日から施行する。 



第１号様式（第２条第１項） 

水の郷さわら利用許可申請書 

 指定管理者                                       年   月   日 

 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 

申請者 住 所            

団体名            

氏 名            

電話番号            
 

 水の郷さわらを利用したいので、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第２条第１項の

規定により、次のとおり申請します。 

利用目的 
  

利用区分 利用日時／利用時間計 利用単価 利用料 利用人数 

多目的コーナー 
月   日（  ） 

午前･午後( 時 分～ 時 分)
時間 430 円/時

円 人

多目的研修室 
月   日（  ） 

午前･午後( 時 分～ 時 分)

時間

時間

350 円/時

520 円/時 円 人

水の郷さわらの設置及び管理に関する条例第 11 条第４項に規定する、減額又は免除を希望する場合はその事由

※指定管理者使用欄 

受付 年  月  日 
許可 

番号 
1 -   - 受付印  

 

第２号様式（第２条第２項） 

水の郷さわら利用許可書 

年  月  日 

許可番号  1 -    -     

                様 

 

指定管理者  香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 
 

  年  月  日付けで申請のあった水の郷さわらの利用については、水の郷さわらの設置

及び管理に関する条例施行規則第２条第２項の規定により、次のとおり許可します。 

□申請書のとおり許可 規定利用料の額 円 □徴収済み 

□右記条件により許可 

減額又は免除後の

利用料 円 □徴収済み 

許可条件  

 



第３号様式（第５条第１項） 

水の郷さわら利用料還付請求書 

 指定管理者                                    年   月   日 

 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 

 

申請者 住所           

団体名           

氏名           

電話番号           

 

 水の郷さわら利用料の還付を受けたいので、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行

規則第５条第１項の規定により、次のとおり請求します。 

既に受けた許可年月日及び許可番号 
（注）利用許可書を添付してください。

利用目的   

利用区分 利用日時／利用時間計 利用単価 利用料 利用人数 

多目的コーナー 
月   日（  ） 

午前･午後( 時 分～ 時 分)
時間 430 円/時

円 人

多目的研修室 
月   日（  ） 

午前･午後( 時 分～ 時 分)

時間

時間

350 円/時

520 円/時 円 人

還付申請理由 

 

還付請求額 円 

還 付 金 振 込

口 座 番 号 

金融機関名 

 

普・当  口座番号 

 

口座名義人 氏名
フリガナ

 

（注）1.水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第５条第２項第２号に該当する場合

は、振込手数料は申請者の負担とし、その額をあらかじめ差し引いて振り込みすること

ができる。 



第４号様式（第６条第１項） 

水の郷さわら利用変更許可申請書 

 指定管理者                                    年   月   日 

 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 
 

申請者 住 所            

団体名            

氏 名            

電話番号            
 

  年  月  日付第          号をもって許可を受けた水の郷さわらの利用に

ついて、次のとおり変更したいので、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第６

条第１項の規定により申請します。 

既に受けた許可年月日及び許可番号 
（注）利用許可書を添付してください。

利用目的   

利用区分 変更後の利用日時／利用時間計 利用単価 利用料 利用人数 

多目的コーナー 
月   日（  ） 

午前･午後( 時 分～ 時 分)
時間 430 円/時

円 人

多目的研修室 
月   日（  ） 

午前･午後( 時 分～ 時 分)

時間

時間

350 円/時

520 円/時 円 人

変更申請理由 

※指定管理者使用欄 

受付 年  月  日 
許可 

番号 
 受付印  

第５号様式（第６条第２項） 

水の郷さわら利用変更許可書 

年  月  日

許可番号    -   -

               様 
 

指定管理者  香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 
 

  年  月  日付で申請のあった水の郷さわらの利用変更については、水の郷さわらの設

置及び管理に関する条例施行規則第６条第２項の規定により、次のとおり許可します。 

□変更申請書のとおり許可 規定利用料の額 円 □徴収済み 

□右記条件により許可 

減額又は免除後の

利用料 
円 □徴収済み 

変更許可条件  

 



第６号様式（第８条） 

 

第     号  

年  月  日  

 

                       様 

 

指定管理者  香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 

                

 

水の郷さわら利用許可取消通知書 

 

 

     年  月  日付け第      号をもって許可した水の郷さわらの利用につい

て、次の事由により許可を取り消したので、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則

第８条の規定により、通知します。 

事 由   

 



第７号様式（第９条第１項） 

水の郷さわら舟運発着桟橋利用許可申請書 

 指定管理者                                    年   月   日 

 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 

 

申請者 住 所            

団体名            

氏 名            

電話番号            

 

水の郷さわら舟運発着桟橋を利用したいので、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則

第９条第１項の規定により、次のとおり申請します。 

利用目的 
 

利用日（期間） 
 

利用計画 

及び 

安全対策等 

 

※以下の事項に対して、事業計画を添付してください 

・船舶免許者の免許の種類・名簿(※写しを添付) 

・船舶リスト 

・安全対策の概要 

（安全ﾙｰﾙ、安全管理・実施体制／責任者の明記、緊急連絡網） 

・保険の付保(※写しを添付) 

・運行計画（乗船券販売方法・場所、乗降場所、所要時間） 

・香取市観光船運送条例に基づく営業開始届（※写しを添付） 

 

※指定管理者使用欄 

受付 年  月  日 
許可 

番号 
-  - 受付印  

 



第８号様式（第９条第２項） 

水の郷さわら舟運発着桟橋利用許可書 

年  月  日

許可番号    -   -

               様 

 

指定管理者  香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 

 

   年  月  日付けで申請のあった水の郷さわら舟運発着桟橋の利用については、水の

郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第９条第２項の規定により、次のとおり許可し

ます。 

□申請書のとおり許可 

□右記条件により許可 

許可条件等 

 



第９号様式（第 10 条第１項） 

水の郷さわら舟運発着桟橋利用変更許可申請書 

 指定管理者                                    年   月   日 

 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 

 

申請者 住 所            

団体名            

氏 名            

電話番号            

 

   年  月  日付けで許可のあった舟運発着桟橋の利用について変更したいので、水の

郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第 10 条第１項の規定により、次のとおり申請し

ます。 

既許可年月日 （注）利用許可書を添付してください。

既 許 可 番 号  

利 用 目 的  

変 更 内 容  

変 更 理 由 

 

※指定管理者と協議の上、修正した事業計画を添付してください 

・船舶免許者の免許の種類・名簿(※写しを添付) 

・船舶リスト 

・安全対策の概要 

（安全ﾙｰﾙ、安全管理・実施体制／責任者の明記、緊急連絡網） 

・保険の付保(※写しを添付) 

・運行計画（乗船券販売方法・場所、乗降場所、所要時間） 

・香取市観光船運送条例に基づく営業開始届（※写しを添付） 

※指定管理者使用欄 

受付 年  月  日 番号  受付印  

 



第 10 号様式（第 10 条第２項） 

水の郷さわら舟運発着桟橋利用変更許可書 

年  月  日

許可番号    -   -

               様 

 

指定管理者  香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 

 

   年  月  日付けで申請のあった水の郷さわら舟運発着桟橋の利用変更については、水の郷

さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第10条第２項の規定により、次のとおり許可します。 

□変更申請書のとおり許可 

□右記条件により許可 

許可条件等 



第１１号様式（第 12 条） 

 

第     号  

年  月  日  

 

             様 

 

指定管理者  香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 

 

 

水の郷さわら舟運発着桟橋利用許可取消通知書 

 

 

     年  月  日付け第      号をもって許可した水の郷さわらの利用につい

て、次の事由により許可を取り消したので、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則

第 12 条の規定により、通知します。 

事 由   

 



第１2 号様式（第 14 条第 1 項） 

レンタサイクル申込書 

フリガナ   

性別 男・女 
年
齢 歳

氏名           他  名 

住所 
（〒      ） 自 宅 

電話番号
  

保護者氏名   
続柄 

利用年月日 年   月   日 
 

返却先   利用時間 時  分～  時  分

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ 

番号 
番 （計    台）× 300 円＝      円 

※家族等複数で申し込む場合は、他何名と記入しレンタサイクル番号を全て記入してください。 

 

 私は、水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則に従って申込み自転車を借用します。 

    年  月  日 

氏 名                 

 指定管理者 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 

 

※指定管理者使用欄                     許可番号     -     -      

貸付 

日時 
月  日  時  分 

□本人確認 ／ 運転免許証、健康保険証、 

住民基本台帳カード、パスポート、その他 
受付印  

返却 

日時 
月  日  時  分 □点検・確認 受付印  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第 13 号様式（第 14 条第２項） 

レンタサイクル利用者証 

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ番号 水の郷さわら      号車 

 

【利用上の注意】 

・利用者は、貸出しを受けたレンタサイクルの運行について、交通ルールを守り、保管に十分注意し

てください。 

・貸出しを受けたレンタサイクルは、他人に貸与してはいけません。 

・レンタサイクルを損傷し、又は盗難にあった場合は、直ちに届け出るとともに、その修理（パンク

を除く。）又は補てんに要する費用を賠償しなければなりません。ただし、指定管理者が特別の事情

があると認めた場合は、この限りではありません。 

・返却に際しては、本証も提出してください。 

 

※本証を取得された方は、下記までご連絡ください。 

   水の郷さわら 香取市佐原イ 4051-3 (tel)0478-52-1138



第１４号様式（第 19 条第２項） 

 

仮設工作物等設置等承認申出書 

 指定管理者                                    年   月   日 

 ＰＦＩ佐原リバー株式会社 様 

 

申請者 住 所            

団体名            

氏 名            

電話番号            

 

水の郷さわらの設置及び管理に関する条例施行規則第１９条第２項の規定により、下記のとおり申出

します。 

記 

設置又は掲示の

目的 

 

期 間 
 

設置又は掲示の

計画 

設置又は掲示する物の大きさ形状（図面等の添付）、固定方法 

緊急時の撤去計画等を記入 

 

上記の仮設工作物等設置等承認申出については、下記条件を付して承認します。 

 

       年  月   日 

 

                             指定管理者 

香取市佐原イ 403-1 

ＰＦＩ佐原リバー株式会社 

 

 

記 

承認の条件 

 

 




